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＜連絡事項＞
・12/9厚生局適時調査の為、モーニングミーティングはありません。
＜患者様連絡事項＞
・小豆畑　裕介様～12月分生活保護費が15739円が郵送されています。10月分の入院費支払いし、本人の小遣いとして2556円お渡ししています。
・角濱　義弘様～入院費について神TOLから説明あり。限度額の手続きを行う事で、差額分が返金される事を説明には理解しています。限度額の手続きについては、本人が直接役所と連絡を取り合っていると話していますが、手続き書類はまだ記載せず本人が所持していた為、神TOLが手続きを代行する旨を説明。書類一式は医事に保管しています。
・高橋　康満様～採血の結果カリウム値上昇していることから、本日昼からアスパラカリウム（300）1T　除剤の指示。本日昼セット分から除剤しています。
・池田　康憲様～感冒症状訴え葛根湯が処方となっていましたが、症状改善の為のみ切り止となっています。
＜要注目患者様＞
・釜谷　茂春様～他者へ日課を確認しながら取り組む事は出来ている。適度な他者交流みられ不穏行動なし。
・小笠原文人様～多動さ見られ行動・発言内容は滅裂。意思疎通が図れない事で易怒性見られるが、介入にて落ち着く事は出来ている。











＜皮膚科診察状況＞
・坂本　福子様～趾間処置にテルビナフィンクリームが追加となり、テルビナフィンクリーム1本処方。
・神田　直樹様～手の乾燥に対し、アズノール軟膏塗布の指示が追加。尿素クリーム1本処方。
※他患者様　処置継続。

＜深澤Drケース検討＞
・平　京子様～転棟後も精神症状に大きな変化なく、言動はややまとまりに欠け、活動性は乏しいものの衝動行為や病的体験に左右された言動は認めず。食思も睡眠も良好である。明らかな有害事象なし

・下妻　康貴様～精神症状には変わりなく大無落ち着いて過ごしている。他者との交流は乏しいもの今後の生活や就労については前向きな発言あり。口頭では幻聴や妄想、憑依体験などは否定し、それらに影響を受けた言動もなし。
・五日市　規様～興奮や奇異な言動なく概ね落ち着いて過ごしている。ややまとまりに欠ける発は認めるもののそれらに左右された言動は認めず。
